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第１章 将来ビジョンの概要 

１．将来ビジョンの目的 

本市では、「 学び楽し むまちづく り  ～次代を担う 人と 豊かな文化を育む～」 を基本理念に掲げ、

家庭・ 地域・ 学校・ 行政が密接に連携し 、 子ども たちが生き 生き と 学び、 健やかに成長でき る教育

の推進を目指し ています。    

一方で、 少子化の進行や地域間における児童生徒数の偏在が顕著と なる中、 子ども たちが一定規

模の集団の中で多様な学びを継続でき る教育環境を、将来にわたっ て維持し ていく こ と が大き な課

題と なっ ています。 こ う し た状況に対応し 、 次世代へ質の高い教育を継承するためには、 時代に即

し た最適な教育環境を整えていく 必要があり ます。    

あわせて、 最も 古い校舎では建築から ６ ０ 年が経過するなど、 施設の老朽化も 進行し ており 、 安

全の確保はも ちろん、将来の学校配置を見据えた適切な教育施設を整備し ていく こ と も 不可欠です。  

本ビジョ ンは、 次代を担う 子ども たちが最適な環境で充実し た学校生活を送り 、 自ら の可能性を

最大限に広げら れるよう 、本市が目指すべき 学校のあり 方を具現化するこ と を目的と し て策定する

も のです。 本ビジョ ンに基づき、 今後、 適正規模・ 適正配置に向けた具体的な計画を策定し 、 着実

な教育環境の整備を進めていきます。  

 

２．将来ビジョンの位置づけ 

本将来ビジョ ンは、 上位計画である「 白岡市総合振興計画」 をはじ め、 「 白岡市教育振興基本計

画」 や「 白岡市立学校の適正規模・ 適正配置に関する計画策定の基本方針」 に則ると と も に、 他の

関連する計画と も 整合を図り ます。  

 

図表 将来ビジョンの位置づけ 
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３．将来ビジョンの期間 

本将来ビジョ ンの期間は、 令和８ （ ２ ０ ２ ６ ） 年度から 令和２ ７ （ ２ ０ ４ ５ ） 年度までの２ ０ 年

間と し ます。 ただし 、 学校を取り 巻く 環境や社会情勢の変化により 、 内容の見直し が必要と 判断し

た場合は、 見直し を行います。  

 

４．検討経過 

（１）白岡市立学校適正規模・適正配置審議会 

本将来ビジョ ンは、 審議会において合計７ 回の検討を経て策定し まし た。 審議会での検討経

過は下表のと おり です。  

 

図表 検討経過 

回・時期 審議内容 

令
和
７
年 

第１回 
７月４日 

⚫ 白岡市立学校適正規模･適正配置等計画策定のながれ 
⚫ 児童生徒数･学級数の推移 
⚫ 多面的な実態把握 
⚫ 学校施設･運営面での教育課題 
⚫ アンケート調査の概要  

第２回 
９月１２日 

⚫ アンケート速報結果の報告について 
⚫ 市の現状と課題を踏まえた今後の学校づくり等に関する意見交換 

第３回 
１０月１４日 

⚫ 学校施設･運営面での教育課題 
⚫ 通学区域の調査、通学時間、通学手段の検討 
⚫ 学校を取り巻く現状と課題のまとめ 
⚫ 白岡市立小中学校の教育に関するアンケート報告書 
⚫ 白岡市立学校の適正規模･適正配置 
⚫ 小中一貫教育の制度概要 

第４回 
１１月１９日 

⚫ 「新たな学習」及び「多様なニーズへの対応」について 

第５回 
１２月１７日 

⚫ 将来ビジョン骨子（案）について 
⚫ 新たな学習について 
⚫ 地域連携について 
⚫ 環境の充実について 

令
和
８
年 

第６回 
１月２１日 

⚫ 白岡市立学校の適正規模・適正配置に関する計画策定の将来ビジョ
ン（案）について 

第７回 
３月１７日 

⚫ 将来ビジョン（案）について 
⚫ 適正規模・適正配置（案）について 

 

（２）白岡市立小中学校の教育に関するアンケート 

令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年７ 月７ 日から ８ 月１ 日までの期間で、 小・ 中学校の学級数、 通学距離、

今後の学校のあり 方等に関する「 白岡市立小中学校の教育に関するアンケート 」を実施し まし た。 

本アンケート は、 白岡市立小・ 中学校の児童生徒、 保護者、 教職員、 学校運営協議会委員、 市

内の幼稚園、 保育園に通う 未就学児の保護者、 さ ら に市民を対象と し て行いまし た。  

調査の概要は以下のと おり です。  

 



3 

 

 

図表 調査概要 

調査対象 保護者          ：市内小・中学校の児童生徒の保護者 

教職員          ：市立小・中学校に勤務する教職員 

学校運営協議会  ：市内小・中学校の学校運営協議会委員 

児童            ：市内小学校に通学する小学４年生以上の児童 

生徒            ：市内中学校に通学する全生徒 

未就学児の保護者：市内幼稚園、保育園に通う未就学児の保護者 

市民       ：上記以外で、市内在住の１８歳以上のかた 

調査期間 令和７（２０２５）年７月７日（月） ～８月１日（金） 

調査方法 オンライン調査 

配布・回収 

 
 

調査対象 配布数 回収数 回収率 

保護者 
小学校 2,500 件 812 件 32.5% 
中学校 1,500 件 344 件 22.9% 

教職員 
小学校 162 件 124 件 76.5% 
中学校 101 件 72 件 71.3% 

学校運営 
協議会 

小学校 30 件 17 件 56.7% 
中学校 20 件 11 件 55.0% 

小・中学校 25 件 15 件 60.0% 

児童 
４年生 427 件 430 件 100.7% 
５年生 435 件 407 件 93.6% 
６年生 469 件 437 件 93.2% 

生徒 
１年生 417 件 398 件 95.4% 
２年生 402 件 372 件 92.5% 
３年生 392 件 370 件 94.4% 

未就学児の保護者 1,700 件 421 件 24.8% 
市民 - 171 件 - 

合計（市民を除く） 8,580 件 4,230 件 49.3% 

 

図表 主な設問 

学校全般について これからの学校教育で重要だと思うもの 

教育活動について 小規模校・大規模校のメリット・デメリット 

学級数等について １学年あたりの望ましい学級数とその理由 

通学時間・通学区域について 
通学時間・望ましい通学時間の許容範囲 
学区設定で重要だと思う項目 

学校施設について 
これからの学校施設で重要だと思うもの 
施設の老朽化によって発生する問題で重要だと考える項目 
学校施設の複合化 

プールについて プール施設等で重要だと思うもの 

給食について 学校給食の提供について、特に重要だと思うもの 

 

※ アンケート 結果の詳細は、 市公式ホームページに掲載し ています。  

 

 
詳細はこ ち ら  ▶ 
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第２章 学校を取り巻く現状と課題（背景） 

１．児童生徒数の推移と将来推計 

① 市全体の推移 

児童生徒数は、 現在（ 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年） ３ ， ８ ６ ９ 人と な っ て おり 、 昭和５ ９       

（ １ ９ ８ ４ ） 年のピーク 時と 比べて３ ６ ％、 人数にし て２ ， １ ５ ４ 人の減少がみら れます。 今後

も 減少傾向は続く 見込みで、１ ０ 年後の令和１ ７（ ２ ０ ３ ５ ）年には現在より １ ７ ％（ ６ ５ １ 人）

減、 ２ ０ 年後の令和２ ７ 年（ ２ ０ ４ ５ ） 年には２ ０ ％（ ７ ７ ８ 人） 減、 さ ら に４ ０ 年後の     

２ ０ ６ ５ 年には３ ３ ％（ １ ， ２ ７ ８ 人） 減と なると 予測さ れています。  

 

 

図表 児童生徒数の長期推計（白岡市全体） 
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（人） （学級数）
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現在10年前20年前30年前40年前 10年後 20年後 30年後

児童数ピーク
1982(S57)年
4,090人

3,709人

3,052人

1,650人

4,702人

4,479人

3,016人

1,463人

4,011人

2,625人

1,386人

2,620人

1,249人

2,157人

1,061人

1984年ピークから
36％(2,154人）減

児童生徒数ピーク
1984(S59)年
6,023人

現在から10年後（2035年）
17％(651人）減

生徒数ピーク
1985(S60)年
2,155人

2,072人

1,019人

2,949人

1,971人

978人

1,714人

877人

現在から40年後（2065年）
33％(1,278人）減

現在から20年後（2045年）
20％(778人）減

3,218人

（人）

5,864人

（学級数）
40年後

2025(Ｒ7)年
3,869人

2065(Ｒ47)年
2,591人3,091人
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② 中学校区の推移 

菁莪中学校区では、 昭和５ ６ （ １ ９ ８ １ ） 年のピーク 時２ ， ０ ８ ２ 人から 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ）

年現在は３ ２ ８ 人と なっ ており 、 ８ ４ ％の減少と なっ ています。 こ の減少率は、 市内の中学校区

の中で最も 大き いも のです。 また、 １ ０ 年前の平成２ ７ （ ２ ０ １ ５ ） 年から 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ）

年にかけても 、 菁莪中学校区は２ ６ ％減と 大き な減少が続いています。  

現在から １ ０ 年後の令和１ ７ （ ２ ０ ３ ５ ） 年には、 篠津中学校区が２ ４ ％減、 菁莪中学校区が

３ ３ ％減と 、 両校区と も 大き く 減少すると 予測さ れています。さ ら に、 現在から ２ ０ 年後の令和

２ ７ （ ２ ０ ４ ５ ） 年には、 菁莪中学校区が４ ８ ％減と なり 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年時点から ほぼ

半減する見込みと なっ ています。  

 

 

図表 中学校区ごとの児童生徒数の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人
中学校区 2025 2045 変化率

篠津中 1,383 1,107 -20%

菁莪中 328 172 -48%

南中 1,001 850 -15%

白岡中 1,157 962 -17%

市全体 3,869 3,091 -20%

単位：人
中学校区 2025 2035 変化率

篠津中 1,383 1,054 -24%

菁莪中 328 220 -33%

南中 1,001 854 -15%

白岡中 1,157 1,090 -6%

市全体 3,869 3,218 -17%

単位：人
中学校区 2015 2025 変化率

篠津中 1,369 1,383 1%

菁莪中 442 328 -26%

南中 1,127 1,001 -11%

白岡中 1,073 1,157 8%

市全体 4,011 3,869 -4%
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1982年
1,758人

1981年
2,082人

1989年
1,711人

1982年
南中学校開校

1990年
白岡中学校開校
篠津中と分離

1990年
1,645人

1,383人

1,157人

1,001人

328人
220人 172人

854人 850人

1,054人

1,107人1,090人

962人

1995年
白岡東小学校
開校

駅前の開発

単位：人

篠津中 1,711 1,383 -19%

菁莪中 2,082 328 -84%

南中 1,758 1,001 -43%

白岡中 1,645 1,157 -30%

3,869
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のピーク
2025 変化率

現在20年前30年前40年前 10年後 20年後10年前
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２．学校規模の現状と今後の見込み 

① 過去２０年間 

平成１ ７ （ ２ ０ ０ ５ ） 年時点で、菁莪中学校は中学校の小規模校の基準に分類さ れる６ 学級と

なっ ており 、 その後も 生徒数が減少し 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年現在では４ 学級と 、 さ ら に小規模

校化が進行し ています。  

菁莪小学校においても 、 平成２ ６ （ ２ ０ １ ４ ） 年から 小学校の小規模校の基準に分類さ れる 

１ １ 学級と なっ ており 、 児童数の減少が続き 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年現在では８ 学級と なり 、 小

規模校化が進行し ています。 一方で、 西小学校は、 平成２ ０ （ ２ ０ ０ ８ ） 年以降、 児童数が増加

傾向にあり 、 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年現在では２ ４ 学級と なっ ています。  

（ 大山小学校は令和７（ ２ ０ ２ ５ ）年３ 月３ １ 日をも っ て閉校し 、西小学校へ統合さ れまし た。） 

 

図表 学校別・児童生徒数・学級数の変化【過去２０年間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10年前（2015年）

6
大山小

12

15

篠津中

篠津小 15

白岡東小

1218
白岡中西小

12
南中22

南小

11 6
菁莪中

菁莪小

東北自動車道

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
426 430 429 414 417 412 427 433 430 427 430 433
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
405 415 412 443 431 441 445 464 478 469 477 481
14 14 12 13 13 13 14 14 14 15 15 15
528 543 536 533 538 534 537 504 489 488 462 475
18 18 18 18 18 17 17 16 16 16 15 15
404 405 389 378 388 379 398 367 379 368 401 384
12 12 12 12 12 11 11 10 11 11 12 11
565 549 559 570 581 585 587 611 606 604 598 615
18 18 18 18 18 18 19 19 18 19 18 18
113 116 117 113 111 101 102 100 92 90 74 68
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

225 216 245 236 240 207 207 190 173 177 171 163
6 6 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6

476 469 414 415 383 355 330 309 303 274 271 273
15 15 12 14 12 12 12 12 12 11 11 11
408 431 416 448 435 435 387 381 402 396 384 371
12 13 12 12 12 12 11 11 12 12 12 12
929 902 883 835 792 789 766 756 743 732 743 746
26 26 26 24 24 24 23 23 23 22 22 22

篠津小学校

西小学校

南小学校

南中学校

大山小学校

菁莪小学校

菁莪中学校

白岡東小学校

白岡中学校

学校名

篠津中学校

10年前20年前
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
430 433 443 444 454 436 450 453 466 445 425
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
477 481 485 473 461 483 485 479 472 480 480
15 15 17 17 16 16 15 16 15 16 16
462 475 457 459 467 475 483 485 492 497 478
15 15 14 15 14 14 15 16 17 18 17
401 384 372 353 355 351 318 313 316 338 369
12 11 11 10 9 9 9 9 9 9 10
598 615 609 613 643 679 726 742 767 758 788
18 18 18 18 19 20 21 22 23 24 24
74 68 64 64 61 52 60 64 59 46
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

171 163 138 123 126 124 137 137 134 117 103
6 6 6 5 5 5 6 6 5 4 4

271 273 270 272 261 258 243 234 230 224 225
11 11 11 11 11 11 9 8 9 9 8
384 371 364 358 353 347 370 372 368 342 352
12 12 10 10 10 9 10 10 10 10 10
743 746 724 734 739 747 729 725 723 660 649
22 22 21 20 21 22 21 23 24 23 21

10年前 現在上段：児童生徒数（人）、下段：普通学級数

現在（2025年）

12

16

篠津中

篠津小 17

白岡東小

1024
白岡中西小

10
南中21

南小

8 4
菁莪中

菁莪小

東北自動車道

※大山小学校は2025年3月31日をもって閉校。

中学校区

：9～18学級

：3～8学級

：19学級以上

小学校 中学校（通常学級）
：2学級以下

地図凡例

：12～24学級

：6～11学級

：25学級以上

：5学級以下

：小規模一歩手前

小学校：６学級～11学級
中学校：３学級～８学級

小学校：５学級以下
中学校：２学級以下 19学級以上

小学校：
中学校：

25学級以上

（年度） 
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② 今後２０年間 

菁莪中学校、 菁莪小学校は、 今後２ ０ 年間も 児童生徒数の減少が続き 、 令和１ １ （ ２ ０ ２ ９ ）

年には菁莪小学校が６ 学級、 令和１ ４（ ２ ０ ３ ２ ） 年には菁莪中学校が３ 学級と ク ラ ス替えがで

き ない学級数になる見込みです。  

また、 １ ０ 年後の令和１ ７ （ ２ ０ ３ ５ ） 年においては、 篠津小学校、 白岡東小学校、 南中学校

が小規模校一歩手前の学級数になる見込みと なっ ています。  

 

 

 

図表 学校別・児童生徒数・学級数の変化【今後２０年間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10年後（2035年）

12

12

篠津中

篠津小 12
白岡東小

1223
白岡中西小

9
南中18

南小

6 3
菁莪中

菁莪小

東北自動車道

• 小規模校一歩手前
が出現する。

１学年１クラス
クラス替えができない

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037
425 461 491 498 471 451 429 422 385 381 363 347 324
12 13 14 15 14 14 13 13 12 12 12 11 11
480 454 437 424 427 407 397 392 387 387 384 391 393
16 16 15 14 14 13 12 12 12 12 12 12 12
478 469 439 430 397 366 350 331 326 308 307 315 314
17 16 15 14 13 12 12 12 12 12 12 12 12
369 385 388 374 364 389 393 392 377 386 376 364 352
10 11 12 12 12 13 13 13 12 12 12 12 12
788 782 784 792 787 758 755 749 735 714 714 702 695
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 22 22

103 108 112 103 104 100 100 90 84 70 59 53 65
4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3

225 213 204 187 165 151 148 147 146 155 161 164 156
8 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6

352 363 356 359 348 326 297 277 276 268 263 258 272
10 11 11 12 12 11 10 9 9 9 9 9
649 652 627 588 562 555 561 565 567 582 591 600 600
21 21 20 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18

白岡東小学校

白岡中学校

学校名

篠津中学校

西小学校

南小学校

南中学校

大山小学校

菁莪小学校

菁莪中学校

篠津小学校

10年後現在
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16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27

2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045
381 363 347 324 318 325 324 324 326 329 333 337
12 12 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12
387 384 391 393 397 400 402 405 407 408 410 411
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
308 307 315 314 316 320 325 331 338 345 353 359
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
386 376 364 352 357 353 351 349 346 343 339 334
12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
714 714 702 695 687 678 669 660 650 642 634 628
24 23 22 22 21 20 19 18 18 18 18 18

70 59 53 65 74 80 76 72 69 66 63 61
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

155 161 164 156 150 143 137 132 126 121 116 111
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

268 263 258 272 280 288 288 289 289 289 288 287
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

582 591 600 600 600 599 596 592 586 579 572 563
18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

10年後 20年後上段：児童生徒数（人）、下段：普通学級数

20年後（2045年）

12

12

篠津中

篠津小 12

白岡東小

1218
白岡中西小

9
南中18

南小

6 3
菁莪中

菁莪小

東北自動車道

小学校：６学級～11学級
中学校：３学級～８学級

小学校：５学級以下
中学校：２学級以下 19学級以上

小学校：
中学校：

25学級以上

中学校区

：9～18学級

：3～8学級

：19学級以上

小学校 中学校（通常学級）
：2学級以下

地図凡例

：12～24学級

：6～11学級

：25学級以上

：5学級以下

：小規模一歩手前

1 学年１クラス 
クラス替えが 
できない 

（年度） 
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３．学校施設の老朽化状況 

① 学校整備状況 

本市の学校施設は、 小学校５ 校、 中学校４ 校で構成さ れており 、 延床面積は５ ７ ， ８ ６ ３ ㎡と な

っ て いま す。 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年３ 月には、 昭和４ ７ （ １ ９ ７ ２ ） 年に建設さ れ延床面積     

３ ， １ ５ ０ ㎡を有する大山小学校が閉校と なり まし た。  

施設の建築年次をみると 、旧耐震基準で建築さ れた建物が延べ３ ５ ，０ ０ ０ ㎡で、全体の約６ ０ ％

を占めています。  

 

 

図表 対象施設・築年別整備状況 
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2
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1
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（万㎡）

築20年以上 71棟（97%） 6.1万㎡（100%）

（年度）

直近20年間は
ほぼ新築がない

白岡東小
築31年

白岡中
築36年

旧耐震基準は
3.5万㎡（60％）

大山小
R7.3閉校

圧縮強度
13.5N/㎟以下
篠津小教室棟
篠津小管理教室棟
（増築部含む）
菁莪小教室棟2棟

対象建物
66棟

約 5.8万㎡
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② 学校施設状況 

本市の学校の教室は片廊下式の配置と なっ ており 、単一の空間で児童生徒が一斉に黒板を向いて

授業を受けるこ と を前提と し た設計です。 そのため、 教師と 児童生徒、 また児童生徒同士が相互に

関わり 合いながら 学ぶ探求的・ 協働的な学習を十分に支援する空間構成と はなっ ていません。  

教室面積は約６ ５ ㎡であり 、 タ ブレッ ト 学習に対応し た新Ｊ Ｉ Ｓ 規格（ 幅６ ５ cm×奥行４ ５ cm）

の机を３ ５ 人分配置し た場合、動線や活動スペースに余裕がなく 、学習環境と し ては狭い状況です。

さ ら に、 大型モニタ ーやタ ブレッ ト 保管庫、 教材用収納などの設置も 教室内に求めら れており 、 空

間的な制約が一層大き く なっ ています。  

また、 共用スペースが廊下に限ら れているため、 休み時間等に児童生徒が交流し たり 、 主体的な

活動を行っ たり でき る十分なスペースが確保さ れていません。 こ のこ と は、 児童生徒同士の自然な

関わり や学年・ 学級を越えた交流を促し にく い要因と なっ ています。  

 

図表 一般的な学校の教室配置（西小学校の例） 

  
●校舎平面図 ●施設配置図

4階

1階2階

3階

普通教室

特別支援

特別教室

管理諸室

凡例
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③ 学校施設の現状 

校舎は、 劣化が進行し てから 部分的に改修を行う 事後保全が中心と なっ ています。 西小学校では

一部がＤ 評価と なっ ており 、 今後は計画的保全への転換が必要です。 また、 築年数の新し い白岡東

小学校においても 劣化が顕在化し ており 、 校舎全体の改修を検討する時期を迎えています。  

一方、 体育館は全体的な改修が行われており 、 良好な状態が維持さ れています。  

 

図表 学校施設の現状 

 

 

  

教室棟 RC 541 1965 S40 60 旧 10.2 要調査 B C B C D 46

教室棟 RC 547 1970 S45 55 旧 16.2 長寿命 B C C C D 35

管理教室棟 RC 1,056 1966 S41 59 旧 11.1 要調査 B C C C D 35

管理教室棟 RC 1,124 1967 S42 58 旧 9.9 要調査 B C C C D 35

特別教室棟 RC 389 1970 S45 55 旧 26.0 長寿命 B C B C D 46

屋内運動場 S 840 1979 S54 46 旧 - 長寿命 B B A C D 62

給食室 RC 186 1978 S53 47 旧 22.4 長寿命 B B A C D 62

昇降口 SRC 47 1990 H2 35 新 - 長寿命 B C B C - 58

普通教室棟 RC 2,328 1977 S52 48 旧 18.9 長寿命 B B B C D 54

普通教室棟 RC 1,366 1978 S53 47 旧 18.9 長寿命 B B B C D 54

普通教室棟 RC 1,588 1982 S57 43 新 - 長寿命 D D B B D 40

屋内運動場 S 1,138 1980 S55 45 旧 - 長寿命 B B A B D 67

給食室 S 227 1978 S53 47 旧 - 長寿命 B B A C C 69

普通教室棟 RC 3,370 1994 H6 31 新 - 長寿命 B B A B B 83

特別教室棟 RC 1,596 1994 H6 31 新 - 長寿命 B B A B B 83

屋内運動場 RC 1,152 1994 H6 31 新 - 長寿命 B B A B B 83

給食室 RC 266 1994 H6 31 新 - 長寿命 B B A B B 83

教室棟 RC 794 1969 S44 56 旧 21.4 長寿命 B C B C D 46

教室棟 RC 1,551 1978 S53 47 旧 18.0 長寿命 C A B C D 57

教室棟 RC 885 1981 S56 44 旧 - 長寿命 A B B B D 60

特別教室棟・給食室 RC 1,984 1991 H3 34 新 - 長寿命 B B A B B 83

屋内運動場 RC 1,249 1999 H11 26 新 - 長寿命 B B A A A 93

篠津小学
校

西小学校

白岡東小
学校

篠津中学
校

試
算
上
の

区
分

健全度
（100点
満点）

西
暦

和
暦

基
準

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

築
年
数

長寿命化判定
屋
根
・
屋
上

外
壁

圧
縮
強
度

（
N
/
㎟

）

建物基本情報
構造躯体の

健全性
劣化状況評価

（2020年）

施
設
名

建
物
名

構
造

延
床
面
積

（
㎡

）

建築年度

外
部

内
部

設
備

Ｄ評価の状態

劣化の進行
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：旧耐震基準
(1981年以前）

：帯筋間隔改正前
(1971年以前）

：低圧縮強度

ＲＣ：鉄筋コンクリート造

Ｓ：鉄骨造

躯体の健全性

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

劣化状況評価指標（個別施設計画（R2年））

劣化状況評価は、個別施
設計画（R2年）の簡易調査
結果

46

35

35

35

46

62

62

58

54

54

40

67

69

83

83

83

83

46

57

60

83

93

健全度
（100点
満点）

劣化状況評価
）

表面が摩耗し、目地の破損、
雑草（西小）

屋根・屋上

鉄筋露出（西小）

外壁

外壁にひび割れ、塗装剥離の
進行（篠津小）

外壁

軒天に鉄筋露出、塗装剥離
（篠津小）

外壁

軒天に鉄筋露出（西小）

外壁

外壁にひび割れ、錆汁
（白岡東小）

外壁

階段室のひび割れ、塗装剥離
（篠津小）

内壁のひび割れ（西小）

内壁 内壁

内壁のひび割れ（篠津中）

内壁

機械設備

消防ポンプの老朽化
（白岡東小）

設備架台の錆（篠津中）

機械設備

不要設備がそのまま放置
（篠津中）

電気設備

外
部

内
部

設
備

Ｄ評価の状態

劣化の進行

※令和７（２０２５）年１２月１０日に篠津小学校、西小学校、白岡東小学校、篠津中学校の
４校において現地確認を行った。 
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④ 学校施設の整備レベル 

築５ ０ 年以上が経過し た篠津小学校と 築３ １ 年の白岡東小学校を比較すると 、多目的ホールの有

無を除き、整備水準はほぼ同等です。文部科学省の通達に基づき、ト イ レ改修や熱中症対策は教室・

特別教室・ 体育館アリ ーナを含めて実施さ れており 、 学校間の差は大き く あり ません。 一方、 バリ

アフ リ ー化（ 多目的ト イ レ、 エレベータ ー） や避難所と し ての防災機能、 省エネ化は未対応です。 

 

図表 学校施設の整備レベル 
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５
（高い）

さらに高い
整備レベル

高いの項目に加え

アフリー対応エ
ベーターの設置

建築物移動等円滑
化基準の適合

各階に設置

標準の項目に加え
機械警備（休日、夜

高いの項目に加え

ィアセンター
ープンスペース

高いの項目に加え

天井改修
照明器具（人感セン

高いの項目に加え

ネ基準適合

高いの項目に加え

照明器具の高効率
人感センサー等）

内装の木質化
市産材を使用）

非構造部材Ａ類
全面更新）

諸室全般

標準の項目に加え
教室の大きさ

高いの項目に加え

災害用トイレ整備

高いの項目に加え

地域利用スペース
放課後児童クラブ

複合化

高いの項目に加え

ネ基準適合

太陽光発電（蓄電池

大半の学校で黒板灯が吊り型照明
となっており未対応（篠津小）

多目的ホール（124㎡）（白岡東小）

多目的トイレ（篠津中）
大半の学校に多目的トイレは
設置なし。

自動水栓（西小）

スロープ（西小）

屋上一面に太陽光発電（西小）

新幹線高架に面した二重サッ
シ（西小）

ほぼ全校が和洋混在となっている
床はウェット（湿式）（篠津小）

アリーナの冷暖房（篠津小）

学習環境︓学習形態 安全・安心︓非構造部材の耐震性

生活環境︓トイレ 生活環境︓多目的トイレ 生活環境︓移動

環境配慮︓断熱性（外部開口部）生活環境︓熱中症対策

環境配慮︓再生・創エネ

アリーナのＬＥＤ照明（篠津中）

環境配慮︓設備の高効率化 環境配慮︓設備の高効率化

ナイター照明設置（西小）

地域連携︓地域利用

多目的
に活用

（西小、篠津中）

※令和７（２０２５）年１２月１０日に篠津小学校、西小学校、白岡東小学校、篠津中学校の
４校において現地確認を行った。 
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４．通学路の現状 

本市における通学距離の基準は、 小学校がおおむね４ km 以内、 中学校はおおむね６ km 以内と 定

めら れています。 現状では、 本市で最も 長い通学距離は小学校が２ ． ７ km、 中学校が２ ． ９ kmと な

っ ており 、 いずれも 基準内に収まっ ています。  

なお、 大山地区の児童生徒については、 スク ールバスを利用し て西小学校および白岡中学校へ通

学し ている状況です。  

  

 
図表 通学区域と通学距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※最も遠い通学距離 

篠津中学校区 菁莪中学校区 南中学校区 白岡中学校区 

●篠津小学校 約 2.1 ㎞ ●菁莪小学校 約 2.7 ㎞ ●南小学校 約 1.5 ㎞ ●西小学校 約 1.4 ㎞ 

●白岡東小学校 約 1.5 ㎞       

■篠津中学校 約 2.9 ㎞ ■菁莪中学校 約 2.4 ㎞ ■南中学校 約 2.1 ㎞ ■白岡中学校 約 2.3 ㎞ 

 

  

白岡東小

篠津小

南小 菁莪小

西小

旧大山小

令和７年３月に閉校

南中

白岡中

菁莪中

篠津中

• 大山地区の児童生徒は、西小学校・白岡中学校
にスクールバスで通学している。

西小学校区のうち、
R7.3まで大山小学校区だった地区

白岡中学校区

篠津中学校区

白岡中学校区

南中学校区

菁莪中学校区

白岡東小

篠津小

南小 菁莪小

西小

旧大山小

令和７年３月に閉校

南中

白岡中

菁莪中

篠津中

• 大山地区の児童生徒は、西小学校・白岡中学校
にスクールバスで通学している。

西小学校区のうち、
R7.3まで大山小学校区だった地区

白岡中学校区

篠津中学校区

白岡中学校区

南中学校区

菁莪中学校区
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５．教育上の課題について 

（１）不登校児童生徒への支援 

① 不登校児童生徒数の推移 

不登校児童生徒数については、中学生が小学生を 上回っ ており 、中学校進学後に不登校と なる生徒

が一定数存在すると 考えら れます。 また、 小学生の不登校児童数は、 新型コ ロナウイ ルス感染症の拡

大期以降、 増加傾向がみら れています。  

 

図表 不登校児童生徒の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
② 不登校児童生徒の支援 

白岡市教育支援センタ ーは、 市役所篠津分館２ 階に設置さ れ、 児童生徒への適応指導と 保護者・ 学

校支援の機能を 有し ています。不登校の児童生徒が社会的適応力を 身につけ、高校進学を目指せるよ

う 、 支援員が学習支援を 行っ ています。  

 

図表 白岡市教育支援センターの在籍者数と位置 
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（２）特別支援教育 

① 特別支援学級の児童生徒数の推移 

本市では、昭和５ ６（ １ ９ ８ １ ） 年に小学校２ 校および中学校１ 校で特別支援学級（ 旧・ 特殊学級）

を 設置し て以降、 段階的に整備を 進め、 平成２ ７ （ ２ ０ １ ５ ） 年にはすべての小中学校で設置を 完了

し ています。  

特別支援学級の児童生徒数は、 昭和６ ０ （ １ ９ ８ ５ ） 年の３ ９ 名をピ ーク に一時減少し まし たが、

平成１ ８ （ ２ ０ ０ ６ ） 年の学校教育法改正による 特別支援教育の本格実施以降、 再び増加傾向に転じ

まし た。 特に平成２ ６ （ ２ ０ １ ４ ） 年から 令和６ （ ２ ０ ２ ４ ） 年までの１ ０ 年間で約３ 倍に増加し て

おり 、 今後も 合理的配慮への理解の進展等により 、 さ ら なる増加が見込まれます。  

 
図表 特別支援学級の児童生徒数の推移 
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② 特別支援教育の種類 

ア 特別支援学級 

本市の特別支援教育には、 固定学級である「 特別支援学級」 と 、 通常学級に在籍し ながら 指導を 受

ける「 通級指導教室」 があり ます。 知的障がいおよび自閉症・ 情緒障がいを 対象と し た特別支援学級

は、 市内のすべての小中学校に配置さ れています。  

特別支援学級の児童生徒数は年々増加し ており 、 学校によっ ては教室の確保が課題と なっ ていま

す。 特に、 西小学校および白岡中学校では、 特別支援学級数が増加傾向にあり ます。  

  
 

図表 特別支援学級の設置状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 学校ごとの学級数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

設置校種別

全９小中学校知的障がい学級

全９小中学校自閉症・情緒障がい学級

令和７年度の設置校はなし。
（※）これらの学級は必要な児童生徒がいる場合に、児童生徒の指定校
に設置される。
令和６年度までは、南小に肢体不自由学級の設置実績があった。
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イ 通級指導教室 

通級指導教室と は、 児童が在籍する小学校の教育課程に加え、 またはその一部に代えて、 必要に応

じ た特別の指導を 行う も のです。 障がいの程度の改善を 図り 、 充実し た生活が送れるよう 、 週１ ～２

回程度の指導を 実施し ています。  

一方、通級指導教室の設置は一部の学校に限ら れており 、未設置校である南小学校および菁莪小学

校の児童は、 保護者の送迎により 他校の通級指導教室へ通う 必要があり ます。  

こ のため、 未設置校の児童の通級指導教室利用率は、 設置校の児童と 比較し て低い傾向にあり 、 未

設置校に対する 配慮が必要と なっ ています。  

 
図表 通級指導教室の設置状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

図表 情緒通級指導教室の設置状況・利用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

設置校対象など種類

篠津小学校• 「発音に誤りがある」「吃音がある」「耳がきこ
えにくい」児童が対象

• 設置校以外からの通級には保護者の送迎が必要

「ことばの教室」
言語障がい・難聴など

西小学校
白岡東小学校

• 「集中して学習することが苦手」、「相手の思い
や感情を考えて行動することが苦手」、「集団の
中で指示を聞くのが苦手」等の児童が対象

• 設置校以外からの通級には保護者の送迎が必要

「情緒通級指導教室」
自閉症、LD、ADHD、
発達障がいなど

R2 R3 R4 R5 R6 R7
R7
児童数（人） 利用率

篠津小 0 0 0 2 2 2 480 0.4%
菁莪小 6 7 7 5 4 6 225 2.7%
大山小 0 0 0 0 0 ━ ━ ━
南小 5 3 2 1 1 3 649 0.5%
西小 9 8 11 15 17 13 788 1.6%
白岡東小 1 9 8 10 10 12 478 2.5%
合計 21 27 28 33 34 36 2620 1.4%

R2 R3 R4 R5 R6 R7
R7
児童数（人） 利用率

篠津小 14 15 11 11 13 11 480 2.3%
菁莪小 4 3 3 2 1 1 225 0.4%
大山小 1 1 1 1 0 ━ ━ ━
南小 4 2 4 4 6 7 649 1.1%
西小 4 5 7 5 5 6 788 0.8%
白岡東小 0 6 8 6 8 6 478 1.3%
合計 27 32 34 29 33 31 2620 1.2%

菁莪小

●「ことばの教室」

●情緒通級指導教室

南小

西小

篠津小

白岡東小

ことばの教室設置校

通級教室未設置校

情緒通級指導教室設置校

設置校

設置校
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（３）コミュニティ・スクールの実施状況 

① コミュニティ・スクールの導入状況 

平成３ ０ （ ２ ０ １ ８ ） 年度に菁莪小・ 中学校区、 令和２ （ ２ ０ ２ ０ ） 年度に南小・ 中学校区へ設置

を 進め、 令和４ （ ２ ０ ２ ２ ） 年度から は市内の全校において設置さ れています。  

 
図表 コミュニティ・スクール導入状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② コミュニティ・スクールの取組例 

コ ミ ュ ニティ ・ スク ールの取組例と し て、 防災・ 学校安全では、 「 地域内の安全確保」 や「 小中合

同避難訓練」 などに取り 組んでいます。 学校生活では、 「 漢字検定・ 数学検定・ 英語検定の実施」 や

「 職場体験の受入事業所の確保」 などを 行っ ています。 さ ら に、 家庭・ 地域と の連携では、 「 幼保小

中の連携」 や「 中学校区における他校と の連携」 などの活動を推進し ています。  

 

図表 令和５年度の取組例 
項目 取組例 

防災・学校安全 

・地域内の安全     

・小中合同避難訓練 

・登下校時の見守り 

・学校内の環境整備 

・地域の防災訓練等への中学生の参加 

・交通事故防止 

・通学路点検 

 

学校生活 

・漢検、数検、英検の実施 

・職場体験の受入れ事業所確保 

・ボランティア活動の充実 

・校則の見直し 

・ネットトラブルの防止 

・自転車通学の弾力化 

・バザーの充実 

・学校周年事業 

・食育の充実 

家庭・地域との連携 

・幼保小中の連携 

・中学校区での他校との連携 

・こどもの安心・安全な居場所づくり 

・モルックを活用した地域イベント 

・学校応援団等の人材確保 

・ノースマホ・読書デイの実施 

・家族団らん啓発運動 

 

 
 
  

小中合同中学校単独小学校単独導入年度/導入形態

菁莪小・中学校平成30年度

南小・中学校令和２年度

篠津中学校

白岡中学校

篠津小学校

西小学校

白岡東小学校

（大山小学校）

令和４年度
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（４）地域との連携 

地域と の連携では、 見守り 活動や読み聞かせ、 学習サポート などのボラ ンティ ア活動が実施さ

れています。 また、 余裕教室を活用し た地域連携室を設置し ている学校も あり ます。 今後、 学校

再編を行う 場合には、 地域と 学校と のつながり に十分配慮し ながら 、 学区編成等を検討する必要

があり ます。  

図表 特色ある教育（各小中学校での取組） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 地域との連携（各小中学校での取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

• 登下校見守り
• 読み聞かせ
• 学習サポート（ミシン、書きぞめ）
• 図書支援
• 縄ない体験
• 昔遊び指導
• ウサギの飼育支援
• 漢字検定、算数・数学検定の企画・運営・監督
• 花壇整備
• 設備修繕
• 文化体験学習の講師
• 運動会時のパトロール、警備
• 資源回収や体育祭などで駐輪場整理
• 八幡神社清掃、縁日ボランティア

ボランティア

• 筑後様まつり
• ランタンナイト
• 社会福祉協議会でのイベント（ふれあい芸術鑑賞会、福祉体験など）
• 地区で開催するまつり
• 子どもふれあいひろば
• しらおか秋の彩りフェスタでの吹奏楽部の演奏

事業協力

• 地域連携室（空き教室を学校応援団や民生委員等の活動室として使用）
• 校庭（学校開放や放課後子ども教室、地域団体の活動として使用）
• 体育館(学校開放や放課後子ども教室の活動として使用）
• 特別教室

地域で使用
している施設

• 運動会には、地域の方々を招待している。
• 郷土文化研究クラブ(ささら獅子舞)※お祭り等に参加
• 南地区青少年育成会において、地域の方と研修会を行っている。
• おやじの会にて、卒業カレーパーティーなどを開催

その他

• 蓮田白岡環境センター見学
• 算数の少人数指導（２年生以上すべての学年）
• 普通学級と特別支援学級の積極的な交流学習
• 福祉体験（車いす・点字・アイマスク・手話）
• 消防体験
• 浄水場見学
• 全校徒歩遠足
• 職場体験
• 文化体験学習
• 保育実習
• 福祉体験

• 田植え・稲刈り体験
• 町たんけん（働いている人へのイ

ンタビュー）
• 幼稚園・保育園との交流会
• 異学年との交流
• 中学校との交流
• 梨園見学
• 障がいのある方との交流
• 地元企業見学
• 梨選果センターの見学
• お茶育教室
• 韓国リモート交流事業
• 給食の皮むき体験

体験授業
校外学習
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（５）学童保育・放課後子ども教室の状況（複合化） 

① 学童保育所（児童クラブ） 

本市では、 保護者の就労等により 、 放課後や春・ 夏・ 冬休み、 土曜日等の学校休業日に保育を 必要

と する市内小学校の児童を 対象に、保護者に代わっ て生活指導等を 行い、児童の健全な育成を 図っ て

います。  

学童保育所は市内の全小学校に設置さ れていますが、 いずれの施設も 定員を 超えて利用さ れてい

ます。 設置形態と し ては、 南小学校のよ う に敷地内に施設を 建設し ている 例と 、 菁莪小学校のよ う に

校内の余裕教室を 転用し ている例があり ます。 なお、 学校施設における他機能と の複合化は、 現時点

では学童保育に限ら れています。  

 
図表 学童保育所一覧【令和７年４月現在】（各小中学校での取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 学校保育所の設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用率利用者数（人）
定員
（人）

運営方法設置場所児童クラブ名小学校

110.0%176

60

指定管理
（シダックス大新東
ヒューマンサービス

株式会社）
令和５年４月１日～
令和10年３月31日

南小学校内南児童クラブ

南小 60南小学校内南第二児童クラブ

40南小学校内南第三児童クラブ

130.7%183

60西小学校内西児童クラブ

西小 40西小学校内西第二児童クラブ

40西小学校内西第三児童クラブ

137.0%137
40白岡東小学校内東児童クラブ

白岡東小
60白岡東小学校内東第二児童クラブ

127.5%5140菁莪小学校内菁莪児童クラブ菁莪小

117.5%141

40篠津小学校内篠津児童クラブ

篠津小 40篠津小学校内篠津第二児童クラブ

40篠津小学校内篠津第三児童クラブ

122.9%688560市全体

学童

南小学校 菁莪小学校

学童

学童

学童
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図表 施設配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 放課後子ども教室 

本事業は、 放課後及び学校休業日に小学校等の施設を 活用し 、 子ども たちの安全・ 安心な居場所を

確保すると と も に、学習活動や多様な体験・ 交流活動の機会を提供するこ と を 目的と し て実施し てい

ます。  

令和６ （ ２ ０ ２ ４ ） 年度は、 菁莪小学校、 大山小学校、 白岡東小学校の３ 校で実施し 、 令和７     

（ ２ ０ ２ ５ ） 年度から は新たに篠津小学校を 加えて実施し ています。  

保護者の就労等を 条件と し ない放課後の児童の居場所づく り を実施し ている 学校も あり ます

が、 毎日常設で実施し ている事業は現時点ではなく 、 利用する教室は、 多目的教室等を活用し て

活動し ています。  

 

【 実施個所】  

・ 各小学校の多目的室などを使用 

 

【 実施回数（ 令和６ 年度実績）】 ※篠津小のみ令和７ 年度の予定回数を記載 

・ 菁莪小： １ ６ 回、 大山小： １ ２ 回、 白岡東小： ８ 回、 篠津小： ８ 回 
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（６）プール等への対応 

① 施設状況 

本市では、 すべての小学校にプールを設置し ています（ 令和７ （ ２ ０ ２ ５ ） 年３ 月に閉校し た大山

小学校については、 Ｂ ＆Ｇ 海洋センタ ーを 利用し ていまし た。 ） 。 中学校には、 プールは設置さ れて

いません。  

小学校５ 校のう ち２ 校は築４ ０ 年以上が経過し ており 、 更新の検討が求めら れる時期にあり ます。

特に、 児童数の多い南小学校および西小学校では、 施設の老朽化が進行し ています。  

 

 

図表 プール施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 施設ごとの利用状況 

小学校における プール指導は、 おおむね各校と も ６ 月中旬から ７ 月中旬までの約１ か月間実施さ

れています。小学校プールの稼働率は４ ０ ～４ ５ ％程度にと どまっ ており 、９ 月に予備日を 設けるこ

と を 前提と すれば、 小学校２ 校間でのプール施設の共用化が可能です。  

 

図表 利用状況 

【小学校（例：西小学校・白岡東小学校）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用 水道 児童数 （R6）

日数 水道（㎥） 料金

（R6） 全体 （円）(R6)
延べ

利用数

篠津小学校 2000 25 FRP
ゲルコート樹

脂仕上げ
25ｍ×15ｍ 0.9～1.1 15 2000 珪藻土 不可 不明 640 140,072 480 2,569 38

菁莪小学校 2001 24 FRP
ゲルコート樹

脂仕上げ
25ｍ×15ｍ 0.7～1.1 11 2001 珪藻土 不可 不明 698 151,932 334 1,439 43

南小学校 1978 47 2001
防水モルタ

ル金ゴテ
エキポシ塗装 25ｍ×15ｍ 0.7～1.1 19 1994 珪藻土 不可 不明 1,034 227,553 671 3,723 40

西小学校 1979 46 2001
防水モルタ

ル金ゴテ

プールコート

マイルド
25ｍ×15ｍ 0.6～1.1 20 2001 珪藻土 不可 不明 851 196,155 758 7,554 67

白岡東小学校 1995 30 FRP
ゲルコート樹

脂仕上げ
25ｍ×15ｍ 0.7～1.1 28 1995 珪藻土 不可 不明 1,169 250,337 497 8,426 117

直近
改修
年度

ろ過
方式

改修年度
電力
(kWh)

車椅子
利用

年間使用量(R6)プール基礎情報

全学級計
授業回数

小学校 長さ
（縦×横）

水深塗装構造

設備(ろ過装置)

建設
年度

経過
年数
(R6)

6/10 6/11 6/12 6/13 6/14 6/17 6/18 6/19 6/20 6/21 6/24 6/25 6/26 6/27 6/28 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/15 7/16

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火

1時間目 8:50～9:35

2時間目 9:45～10:30 ４年 3年 ４年 ３年 にし ４年 3年 ４年 ３年 にし ４年 3年 ４年 ３年 にし ４年 3年 ４年 ３年 ４年

3時間目 10:50～11:35 １年 ２年 1年 にし ２年 １年 ２年 1年 にし ２年 １年 ２年 1年 にし ２年 １年 ２年 1年 にし ４年

4時間目 11:45～12:30 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年

5時間目 13:４0～14:２5 ５年 ５年 ５年 ５年 ５年 ５年 ５年 ５年

6時間目 14:35～15:20 ５年 ６年 ５年 ５年 ６年 ５年 ５年 ６年 ５年

AM

PM

西小学校 時間

6/3 6/4 6/5 6/6 6/7 6/10 6/11 6/12 6/13 6/14 6/17 6/18 6/19 6/20 6/21 6/24 6/25 6/26 6/27 6/28 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/8 7/9 7/10 7/11

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木

1時間目 ８：２０～９：０５ ５年 ５年 ５年 5年 5年 5年

2時間目 ９：１５～１０：００ ３年 ２年 ３年 ２年 ３年 2年 3年 2年 3年 2年 3年

3時間目 １０：２０～１１：０５ １年 ひまわり １年 ひまわり １年 ひまわり 1年 ひまわり 1年 ひまわり 1年

4時間目 １１：１５～１２：００

5時間目 １３：３０～１４：１５ ６年 ４年 ６年 ４年 ６年 4年 6年 4年 6年 4年

6時間目 １４：２５～１５：１０

AM

PM

３年

１年

５年

２年

４年

６年

３年

１年

５年

白岡東小学校 時間

２年

４年

６年

ひまわり ひまわり

３年

１年

５年

２年

４年

６年

ひまわり

3年

1年

5年

2年

4年

6年

ひまわり

3年

1年

5年

2年

4年

6年

ひまわり

3年

1年

5年

2年

4年

6年



26 
 

（７）給食等への対応 

本市の学校給食は、 すべて自校調理方式で実施し ています。 給食は民間委託により 運営さ れて

おり 、 委託業者の職員が調理を行っ ています。  

小学校の給食室は、 白岡東小学校を除く ４ 校で築４ ０ 年以上が経過し ており 、 設備はウェ ッ ト

式と なっ ています。 一方、 築４ ０ 年未満の学校５ 校ではド ラ イ 式の床を採用し ていますが、 その

多く は中学校であり 、 小学校は１ 校のみです。  

また、 白岡東小学校を除き 、 小学校と 中学校はそれぞれほぼ同時期に一斉整備さ れているこ と

から 、 中学校の給食室設備は比較的新し い仕様と なっ ている一方、 小学校の給食室設備は各校と

も 同程度に老朽化が進行し ています。  

 

 

図表 給食施設の状況【令和７年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 給食室人員状況【令和６年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

方式 建物等 有圧扇

西暦
ドライ・

ウェット
併設・独立 調理 洗浄

下

処理

配膳

室
食品 休憩 事務 (台数) 有無 トイレ

トイレ内

手洗い

篠津小学校 LP S54.3 1979 46 旧耐震 R 186 ウェット 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

菁莪小学校 LP S53.1 1978 47 旧耐震 S 214 ウェット 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

南小学校 LP S52.11 1977 48 旧耐震 S 213 ウェット 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

西小学校 LP S53.8 1978 47 旧耐震 S 240 ウェット 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

白岡東小学校 都市 H7.3 1995 30 新耐震 R 266 ドライ 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

篠津中学校 LP H4.3 1992 33 新耐震 H20 R 269 ドライ 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

菁莪中学校 LP H2.12 1990 35 新耐震 R 223 ドライ 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

南中学校 LP H2.12 1990 35 新耐震 R 268 ドライ 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

白岡中学校 LP H2.3 1990 35 新耐震 R 297 ドライ 独立型 1 1 実施 有 有 無 対応済

築年

数

耐震

基準

面積

(㎡)

エアコン設置状況

学　校　名
使用

ガス種

設置

年度

改造

年度
構造

汚染・非

汚染区
画分け

アレル

ギー
対応

調理者休憩室

栄養士
調理員

（正規）

調理員

（再任用）

調理員

（フル）

調理員

（パート）
合計

篠津小学校 2 7 9 522

菁莪小学校 1 2 2 5 255

南小学校 1 3 7 11 723

西小学校 1 2 8 11 816

白岡東小学校 1 2 6 9 544

篠津中学校 1 3 4 8 474

菁莪中学校 2 2 4 142

南中学校 2 3 5 375

白岡中学校 2 4 6 362

学　校　名

職員数

配食数
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（８）部活動について 

① これまでの状況 

文部科学省およ びスポーツ庁では、学校部活動を 地域に展開する方針を示し ています。こ う し た国

の動向を 踏まえ、 本市では、 令和３ （ ２ ０ ２ １ ） 年度より 市内の各中学校において実証導入を 行いま

し た。 その実証結果を も と に、 令和５ （ ２ ０ ２ ３ ） 年度から は市内各校で継続的な実施へと 移行し 、

令和６ （ ２ ０ ２ ４ ） 年１ １ 月以降は、 すべての部活動において休日に行う 活動を地域へ移行し ていま

す。  

図表 これまでの展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題と成果 

地域移行における課題と し ては、 教職員にと っ て指導者資格等の取得が高いハード ルと なっ てい

る こ と が挙げら れます。 また、 教職員の兼職兼業は認めら れている も のの、 負担に感じ る教職員に対

し て同調圧力と なら ないよう 、 世論レベルでの意識改革が必要と さ れています。  

一方、 成果と し ては、 令和４（ ２ ０ ２ ２ ） 年度以降、委託先団体が民間委託と なっ たこ と で、管理・

運営面の安定が図ら れまし た。 また、 開かれた学校づく り につながると と も に、 地域から も 好意的に

受け止めら れています。  

図表 地域移行における課題と成果 
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第３章 これからの学校教育について 

１．国の動向 

（１）令和の日本型学校教育の構築 

国の中央教育審議会は、 令和３ （ ２ ０ ２ １ ） 年１ 月の答申「『 令和の日本型学校教育』 の構築

を目指し て～全ての子供たちの可能性を引き 出す、 個別最適な学びと 、 協働的な学びの実現～」

において、 目指すべき「 令和の日本型学校教育」 の姿を、「 すべての子供たちの可能性を引き 出

す、 個別最適な学びと 協働的な学びの実現」 と 示し ています。  

 

 

 図表 「令和の日本型学校教育」の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」総論解説 （抜粋） 
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（２）第４期教育振興基本計画 

国は、令和５（ ２ ０ ２ ３ ） 年６ 月に第４ 期教育振興基本計画を閣議決定し まし た。本計画では、

「 ２ ０ ４ ０ 年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り 手の育成」 および「 日本社会に根差し

たウェ ルビーイ ングの向上」 をコ ンセプト と し て掲げ、 ５ つの基本的な方針のも と 、 １ ６ の教育

政策目標、 基本施策および指標を示し ています。  

 

 図表 ２つのコンセプトと５つの基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
出典：文部科学省「第４期教育振興基本計画」リーフレット（抜粋） 
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２．埼玉県の教育 

第４期埼玉県教育振興基本計画 

第４ 期埼玉県教育振興基本計画は、教育を取り 巻く 社会の動向や第３ 期計画の成果と 課題を踏ま

えると と も に、「 埼玉県５ か年計画」 及び「 埼玉教育の振興に関する大綱」 と の整合性を図り 、 国の

新たな「 教育振興基本計画」 も 参考にし ながら 策定し ています。  

基本理念は、 第３ 期計画の基本理念を第４ 期計画においても 継承し「 豊かな学びで未来を拓く 埼

玉教育」 と し ています。  

基本理念の下、 計画全体に共通する視点と し て、「 誰一人取り 残さ れない共生社会の実現に向け

た教育の推進」、「 教育デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ Ｄ Ｘ ） の推進」 を各施策に反映し てい

ます。 また、 １ ０ の目標を設定し 、 それら を実現するために２ ９ の施策及び１ ５ ３ の主な取組を位

置付けると と も に、 進捗状況を把握するため３ ６ の指標を設定し ています。  

 

図表 基本理念と１０の目標 

   ＜基本理念＞ 

 

 

 

 

＜１０の目標＞ 

 

 

 

  

出典：第４期埼玉県教育振興基本計画 
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３．白岡市の教育 

（１）第３期白岡市教育振興基本計画 

第３ 期白岡市教育振興基本計画は、 国や県の教育振興基本計画と の整合性を図り ながら 、 第６  

次白岡市総合振興計画前期基本計画の教育行政分野における計画を 補足する も のと し て、 第１

期・ 第２ 期を通じ て掲げてき た「 学び楽し むまちづく り 」 の基本理念を継承し 、 市民一人一人が

生涯にわたり 、 様々な機会と 場所で学び楽し むこ と ができ るまちを目指し ています。  

また、 超スマート 社会（ Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ ５ ． ０ ） に向けた技術革新や人生１ ０ ０ 年時代の到来 

などにより 大き な社会変化が見込まれるこ と を踏まえ、こ れから の社会をより 豊かに生き ていく  

こ と を目指し 、 基本理念に「 学び楽し むまちづく り ～次代を担う 人と 豊かな文化を育む～」 を掲 

げています。  

 

 

図表 基本理念と施策目標 
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（２）白岡市立学校の適正規模・適正配置に関する計画策定の基本方針【令和７年３月】 

本市では、 子ども たちが多様な人と 関わり ながら 学び、 社会の持続可能な発展を担う 力を身に 

付けら れる教育環境の充実を目指し ています。 そのためには、 一定規模の学校の中で、 児童生徒 

が協力や切磋琢磨を通じ て思考力・ 判断力・ 社会性などを育むこ と が重要であると 考えています。 

一方で、 人口減少や少子化の進行により 、 児童生徒数の減少や学校規模の小規模化が進み、 学 

校運営上の課題が生じ ています。  

こ う し た状況を踏まえ、 市教育委員会では、 将来を見据えたより 良い教育環境の実現に向け、 

国の手引を基に学校の適正規模・ 適正配置に関する計画策定の基本方針を策定し まし た。  

 

図表 本市の適正規模・適正配置の基準 

 ① 適正規模の基準 

【小学校の望ましい規模】１８～２４学級（１学年当たり３～４学級） 

【中学校の望ましい規模】１２～１８学級（１学年当たり４～６学級） 
 

○ 小学校では、１学年当たり３学級以上を確保することにより、児童同士や教員と児童の人間関係

に配慮した効果的なクラス替えを行うことができ、学級の枠を超えた少人数指導や学年内での

教員の役割分担による専科指導等の多様な指導形態をとることができる規模が適正と考えます。 

○ 中学校では、１学年当たり４学級以上を確保することにより、効果的なクラス替えを行うことが

でき、また、各教科複数の教科担当が配置でき、それぞれの教科で組織的な教科経営や生徒指導

が行いやすい規模が適正と考えます。 

 

② 適正配置の基準 

【小学校の通学距離】おおむね４ｋｍ以内 

【中学校の通学距離】おおむね６ｋｍ以内 

【通学時間】      おおむね１時間以内 
 

○ 国の手引において、「児童生徒の通学区域の変更に伴い、教育条件を不利にする可能性もあるた

め、学校の位置や学区の決定等に当たっては、児童生徒の負担面や安全面などを配慮し、地域の

実態を踏まえた適切な通学条件や通学手段が確保されるようにする必要がある。」と示されてい

ます。本市においても、国の考え方に準ずることを基本とします。 
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第４章 白岡市として目指すべき将来の学校のあり方 

１．白岡市立学校適正規模・適正配置審議会によるこれまでの議論 

審議会では、 市における児童生徒数の将来推計や学校施設の現状を踏まえ、 目指すべき 将来の学

校のあり 方について幅広く 議論を重ねてき まし た。  

具体的には、 「 学校の適正規模・ 適正配置」 、 「 新たな学習」 、 「 多様なニーズにこ たえる」 、

「 地域連携」 、 「 環境の充実」 と いっ た５ つの論点を設定し 、 児童生徒一人ひと り の資質・ 能力を

最大限に伸ばせる環境づく り について検討し まし た。  

各論点における教育上の課題等と 、 それに対する今後の方向性等については、 以下の図表のと お

り まと めまし た。  

 

図表 各論点における教育上の課題等と今後の方向性等 

論点 教育上の課題等 今後の方向性等 

適
正
規
模
・
適
正
配
置 

適正な学校規模の確保 

適正規模 

小学校：１8 学級～24 学級 
（１学年当たり 3～4 学級） 

中学校：１2 学級～18 学級 
（１学年当たり 4～6 学級） 

適正配置 

（通学距離、通学時間） 

小学校：おおむね４km 以内、 
おおむね１時間以内 

中学校：おおむね６km 以内、 
おおむね１時間以内 

新
た
な
学
習 

少人数指導・教科担任制 

  少人数指導や教科担任制の充実による、個に応じた児

童・生徒へのきめ細やかな支援を推進する。ただし、教

職員数の確保については、国・県へ要望していく。 

チーム担任制 
  学級担任を固定せずに、複数の教員で対応する学級運

営のあり方について、今後研究していく。 

個別最適な学びと協働的な学び 

  引き続き、個別最適な学びや協働的な学びの一体的な

充実を図っていく。 

  ＩＣＴの特性や強みを生かしたきめ細かな教育を推進す

る。 

小中連携  

  小学校から中学校までの９年間を一貫した成長期間と

して捉え、「学び」と「育ち」の連続性を確保し、小中連携

のもと、途切れない成長の実現を目指す。 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る 

特別支援教育 

  一人一人の教育ニーズに応えられるよう、特別支援学

級等の体制及び環境整備の充実を図る。 

  通級指導教室未設置校の児童が参加しやすくなるよう、

巡回型の通級支援等についても検討を進める。 

不登校支援 

  学校には登校できるが、教室までは行けない子どもへ

の支援のため、教育相談体制などの一層の充実を図る。 

  学校に来られない子どもに対しては、学校とのつながり

を維持するため、居場所づくりや学習機会などの提供

に努める。 
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地
域
連
携 

コミュニティ・スクール 

  家庭、地域、学校、行政がさらに連携し、地域全体が一

体となって子どもを育てる「開かれた学校」の実現を目

指す。 

部活動 
  平日を含めた部活動の地域展開について、持続可能な

運営のあり方などの検討を進めていく。 

環
境
の
充
実 

学校教育施設 

  老朽化対策や大規模改修など築年数に応じた整備を実

施する。 

  学校再編を含め、施設の整備レベルを見直し、施設の機

能向上による学習環境の充実を図る。 

他の公共施設の複合化・共用化 

  市長部局と連携しながら、学校施設と集会施設、学童保

育施設などの公共施設の複合化・共用化を推進し、学校

を地域の学び、交流などの拠点として活用する。 

プール 

  学校間のプールの共用化に加え、近隣の民間プールな

どの利用も視野に入れ、効率的かつ持続可能な学校運

営を実現できるよう検討する。 

給食 
  学校再編も踏まえ、給食方式のあり方について今後も

検討していく。 

 

２．将来の学校のあり方を実現するための３つの柱 

審議会での議論を通じ て、 ５ つの論点から 整理さ れた「 教育上の課題等」 に対する「 今後の方向

性等」 の内容を踏まえ、 本市が目指すべき 将来の学校のあり 方を具現化するため、 以下の「 ３ つの

柱」 を策定し まし た。 こ の３ つの柱を軸に据えながら 、 魅力ある学校づく り を推進し ていき ます。  

 

【３つの柱】 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりが輝く「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

地域とともに育む「協働と創造の学び」の推進 

安心・安全で「快適な学校環境」の実現 
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（１）一人ひとりが輝く「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

児童生徒一人ひと り に応じ たきめ細やかな指導の充実や、１ 人１ 台端末を活用し た個別最適化し

た学びの推進により 、 基礎・ 基本の確実な定着を図り ます。 あわせて、 主体的・ 対話的で深い学び

を充実さ せ、 課題を発見し 解決する力の育成に取り 組みます。  

また、 多様な学習を展開でき る適正な学校規模の確保を図ると と も に、 一人ひと り が輝く 「 個別

最適な学び」 と 「 協働的な学び」 の一体的な充実に向け、 小中連携の推進や少人数指導、 教科担任

制の充実によるきめ細やかな支援を進めます。 さ ら に、 特別支援教育や不登校支援の充実により 多

様な学びを保障すると と も に、Ｉ Ｃ Ｔ 教育の深化に向けたデジタ ル技術の活用による学習支援体制

を強化し ていき ます。  

 

【 主な取組】  

⚫ 多様な学習が展開でき る適正な学校規模の確保 

➡ 関連する方向性等 

  ・ 適正規模  

小学校： １ ８ 学級～２ ４ 学級（ １ 学年当たり ３ ～４ 学級）  

中学校： １ ２ 学級～１ ８ 学級（ １ 学年当たり ４ ～６ 学級）  

     ・ 適正配置（ 通学距離、 通学時間）   

小学校： おおむね４ km以内、 おおむね１ 時間以内 

中学校： おおむね６ km以内、 おおむね１ 時間以内 

     【 参考： 望まし い学校規模に近づける対応策】  

       

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 少人数指導・ 教科担任制の充実によるき め細やかな支援 

➡ 関連する方向性等 

・ 少人数指導や教科担任制の充実による、 個に応じ た児童・ 生徒へのき め細やかな支

援を推進する。 ただし 、 教職員数の確保については、 国・ 県へ要望し ていく 。  

 

⚫ チーム担任制の導入に向けての研究 

➡ 関連する方向性等 

  ・ 学級担任を固定せずに、 複数の教員で対応する学級運営のあり 方について、 今後研 

究し ていく 。  

 

 

 

 

通学区域の見直し  

統合等 既存学校を活用 

新設統合 

分離統合 

学校選択制 特定地域選択制 

校舎の増改築 
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⚫ 特別支援教育や不登校支援の充実による多様な学びの保障 

➡ 関連する方向性等 

・ 一人一人の教育ニーズに応えら れるよう 、 特別支援学級等の体制及び環境整備の充 

 実を図る。  

・ 通級指導教室未設置校の児童が参加し やすく なるよう 、 巡回型の通級支援等につい 

ても 検討を進める。  

・ 学校には登校でき るが、 教室までは行けない子ども への支援のため、 教育相談体制 

などの一層の充実を図る。  

・ 学校に来ら れない子ども に対し ては、 学校と のつながり を維持するため、 居場所づ 

く り や学習機会などの提供に努める。  

 

⚫ Ｉ Ｃ Ｔ 教育の深化に向けたデジタ ル技術の活用による学習支援体制の強化 

➡ 関連する方向性等 

・ 引き 続き 、 個別最適な学びや協働的な学びの一体的な充実を図っ ていく 。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ の特性や強みを生かし たきめ細かな教育を推進する。  

 

⚫ 「 学び」 と 「 育ち」 の連続性を確保し た小中連携の推進 

➡ 関連する方向性等 

     ・ 小学校から 中学校までの９ 年間を一貫し た成長期間と し て捉え、 「 学び」 と 「 育

ち」 の連続性を確保し 、 小中連携のも と 、 途切れない成長の実現を目指す。  

 

 

 

主な取組に係る現状・課題の整理 

項目 現状・ 課題 詳細 

児童生徒数の推移と

将来推計 

  児童生徒数はピーク 時から 約３ ６ ％減少し ており 、今後も 中

長期的に減少が続く 見込み。  

  今後２ ０ 年で、菁莪小・ 中学校では早期に学級規模の縮小が

進み、 令和１ ７ （ ２ ０ ３ ５ ） 年には他校でも 小規模化が進行

する見込み。  

Ｐ ． ４  

～ 

Ｐ ． ９  

通学路の現状   現状の最長通学距離は小学校２ ． ７ km、 中学校２ ． ９ kmで、

いずれも 市の基準内。  
Ｐ ． １ ６  

不登校児童生徒の 

支援 

  不登校は中学生に多く 、 中学校進学後に増加する傾向。  

  白岡市教育支援センタ ーにおいて、 児童生徒への適応指導

や、 保護者および学校への支援を実施。  

Ｐ ． １ ７  

特別支援教育   特別支援学級の児童生徒数は、こ の１ ０ 年で約３ 倍に増加し

ており 、 今後も 増加する見込み。  

  知的障がいおよび自閉症・ 情緒障がいを対象と し た特別支援

学級は、 市内のすべての小中学校に配置。  

  通級指導教室の設置は一部の学校に限ら れている状況。  

Ｐ ． １ ８  

～ 

Ｐ ． ２ ０  
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（２）地域とともに育む「協働と創造の学び」の推進 

地域の自然・ 文化・ 産業・ 歴史を教材と し て活用し た探究的な学習を推進し 、 例えば田植え・ 稲

刈り 体験や伝統文化の継承活動などの体験授業や校外学習、 ボラ ンティ アなどを通し て、 実社会と

つながる学びを充実さ せます。 あわせて、 地域住民や企業、 関係団体等と の連携を深めるこ と で、

社会に開かれた学びの場の拡充を図り ます。  

さ ら に、 学校運営協議会（ コ ミ ュ ニティ ・ スク ール） や地域学校協働活動の充実を図り 、 学校と

地域が目標を共有し ながら 教育活動を進める体制を強化し ます。 こ う し た取組を通じ て、 地域の特

性や多様な資源を生かし た教育を展開し 、 児童生徒が地域への理解と 愛着を深めると と も に、 地域

に根ざし た魅力ある学校づく り を推進し ていき ます。  

 

【 主な取組】  

⚫ 学校運営協議会（ コ ミ ュ ニティ ・ スク ール） や地域学校協働活動の充実を図り 、 地域と

の連携基盤の強化 

➡ 関連する方向性等 

      ・ 家庭、 地域、 学校、 行政がさ ら に連携し 、 地域全体が一体と なっ て子ども を育て 

る「 開かれた学校」 の実現を目指す。  

 

⚫ 持続可能な運営体制の構築に向けた部活動の地域展開の充実 

➡ 関連する方向性等 

・ 平日を含めた部活動の地域展開について、 持続可能な運営のあり 方などの検討を 

進めていく 。  

 

⚫ 地域の自然・ 文化・ 産業・ 歴史を教材と し た探究的学習の推進 

 

⚫ 地域住民・ 企業などと の連携による社会に開かれた学びの場の拡充 

 

⚫ 地域の特性や資源を活かし 、 地域に根ざし た魅力ある学校づく り の推進 

 

 

主な取組に係る現状・課題の整理 

項目 現状・ 課題 詳細 

コ ミ ュ ニティ ・ スク

ールの実施状況 

  令和４ （ ２ ０ ２ ２ ） 年度から 、 市内の全校において設置。  

  取組と し て、「 登下校の見守り 」 「 職場体験の受入れ事業所

確保」 などを実施。  

Ｐ ． ２ １  

地域と の連携   地域と の連携では、見守り 活動や読み聞かせ、学習サポート

などのボラ ンティ ア活動を実施。  

  学校再編を行う 場合には、地域と 学校と のつながり に十分配

慮し ながら 、 学区編成等を検討するこ と が必要。  

Ｐ ． ２ ２  

部活動について   部活動の地域移行は、実証導入を経て全校で実施さ れ、令和

６ （ ２ ０ ２ ４ ） 年１ １ 月から 休日の活動を地域へ移行。  
Ｐ ． ２ ７  
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（３）安心・安全で「快適な学校環境」の実現 

学校教育施設については、 教育環境の質の向上と 施設の機能強化を両立さ せながら 、 長期的な視

点に立っ た計画的な整備を推進し ます。 老朽化し た校舎や設備については、 安全性の確保を最優先

と し つつ、 学習内容の高度化や多様化に対応できる空間づく り を進め、 児童生徒が安心し て学べる

魅力ある学校環境の整備を 図り ます。 あわせて、 学校を地域の避難所と し て活用でき るよう 、 耐震

性の向上や非常用電源・ 給水設備の整備、 防災倉庫の確保など、 防災機能の強化に取り 組みます。 

また、 校務のＩ Ｃ Ｔ 化や業務内容の精選・ 見直し を進めるこ と で、 教職員の業務負担を軽減し 、

教育活動に専念でき る環境を整えるなど、働き方改革につながる学校づく り を推進し ます。さ ら に、

地域の実情や将来的な人口動向を踏まえ、 学校施設と 他の公共施設と の複合化・ 共用化を検討する

と と も に、 プールや給食施設についても 、 効率的で持続可能な整備・ 運営のあり 方を検討し ていき

ます。  

 

【 主な取組】  

⚫ 学校施設の機能強化と 魅力向上を両立し た整備の推進 

➡ 関連する方向性等 

    ・ 老朽化対策や大規模改修など築年数に応じ た整備を実施する。  

・ 学校再編を含め、 施設の整備レベルを見直し 、 施設の機能向上による学習環境の 

充実を図る。  

 

⚫ 地域の実情に応じ た学校施設と 他の公共施設と の複合化・ 共用化の推進 

➡ 関連する方向性等 

  ・ 市長部局と 連携し ながら 、 学校施設と 集会施設、 学童保育施設などの公共施設の 

複合化・ 共用化を推進し 、 学校を地域の学び、 交流などの拠点と し て活用する。  

 

⚫ 学校間のプールの共用化や民間プールなどの利用の検討 

➡ 関連する方向性等 

      ・ 学校間のプールの共用化に加え、 近隣の民間プールなどの利用も 視野に入れ、 効 

率的かつ持続可能な学校運営を実現でき るよう 検討する。  

 

⚫ 学校給食のあり 方の検討 

➡ 関連する方向性等 

  ・ 学校再編も 踏まえ、 給食方式のあり 方について今後も 検討し ていく 。  

 

⚫ 学校を地域の避難所と し て活用するための防災機能の強化 

 

⚫ 教職員の働き 方改革につながる学校づく り の推進 
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主な取組に係る現状・課題の整理 

項目 現状・ 課題 詳細 

学校施設の老朽化状

況 

  １ ９ ８ ０ 年以前に建設さ れた学校施設が多く 、耐震診断時の

圧縮強度が１ ３ . ５ N/㎟を下回る建物が５ 棟ある状況。 耐震

補強は実施済。  

  教師と 児童生徒、また児童生徒同士が相互に関わり 合いなが

ら 学ぶ探求的・ 協働的な学習を十分に支援する空間構成と は

なっ ていない。  

Ｐ ． １ ０  

～ 

Ｐ ． １ ５  

他の公共施設の複合

化・ 共用化 

  学童保育所は市内全小学校に設置。  

  学校施設における他機能と の複合化は、現時点では学童保育

に限ら れている。  

Ｐ ． ２ ３  

プール等への対応   小学校は全校にプールを設置、 中学校には未設置。  

  築４ ０ 年以上経過し たプールは２ 校で、更新の検討が求めら

れる時期。  

Ｐ ． ２ ５  

給食等への対応   本市は、 全て自校調理方式で実施。  

  小学校の給食室は、白岡東小学校を除く ４ 校で築４ ０ 年以上

が経過し 、 設備はウェ ッ ト 式。  

Ｐ ． ２ ６  
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３．白岡市の特色を生かした教育                          

本市が目指す「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 、 「 協働と 創造の学び」 、 「 快適な学校環

境」 と いう ３ つの柱に「 図書を生かし た教育」 を組み込むこ と で、 教育の質や環境をさ ら に高めて

いく こ と ができ ると 考えます。  

本市にはこ れまで「 学び楽し むまちづく り 」 を基本理念に、 家庭・ 地域・ 学校が一体と なっ て子

ども を育んでき た豊かな土壌があり ます。 特に、 生涯学習センタ ーの活用は、 人口一人当たり の図

書の貸出実績が県内３ 位を誇るなど、住民の方々が積極的に学びに関わっ ているこ と は大き な財産

です。 こ う し た強みを学校教育と さ ら に深く 融合さ せ、 生涯学習センタ ーが持つ情報や知見を授業

や学習のなかで効果的に活用するこ と で、 子ども たちが自ら の興味を深める「 探究的な学び」 を支

える環境を整えていき ます。 図書を通じ た教育は、 学力向上だけでなく 、 多様な価値観に触れるこ

と で豊かな人間性を育み、 未知の課題に挑む創造力を養う ためにも 重要であると 考えます。  

あわせて、 生涯学習センタ ーや学校の図書室の機能をこ れまで以上に生かし 、 学校と 地域が一体

と なっ た学びの場の充実を目指し ます。 さ ら に、 学校再編で校舎を新たに整備する場合には、 地域

の住民も 学校の図書室を利用でき る仕組みを検討し 、 互いに学び合える環境を広げていき ます。  

こ のよう に３ つの柱と 図書を生かし た教育を推進するこ と で、子ども たち一人ひと り が豊かに学

び成長でき るよう 、 より 魅力的で充実し た教育の実現を目指し ます。  

 

 

【 主な取組】  

⚫ 学校図書館を核と し た地域共生コ ミ ュ ニティ の創出 

⚫ 学校図書館等のメ ディ アセンタ ー機能の強化 

⚫ 生涯学習センタ ーを拠点と し た図書を通じ た住民の学習・ 交流の充実 
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１.一人ひとりが輝く「個別最適な学びと協働的な学び」の一体的な充実

【個別最適な学びと協働的な学び、ＩＣＴ教育】

２．地域とともに育む「協働と創造の学び」の推進

• 室内には、タブレットを使いこなす子ども、
紙のノートで考える子ども、先生と対話し
ながら学ぶ子どもが共存。

• グループワークを取り入れた学習を実施。

【少人数指導、特別支援教育】

• 担任の先生だけでなく、教科担当の先生や
支援員などがチームとなり、一人ひとりの
子どもの成長に寄り添いながら支援。

【不登校支援】

• 一人ひとりの状況に応じた支援がしやすい
環境の推進。

• 学校に来られない子どもはＩＣＴを活用し
た支援を実施。

【小中連携】

• 小学生と中学生が一緒にふれあいながら活
動。

• 年齢の違いを超えて学び合う異学年交流。

【地域を題材とした探究学習】

• 地元の商店街や工場で、子どもたちがイン
タビューや実習を行い、メモ帳やタブレッ
トを使いながら主体的に学習。

【コミュニティ・スクール】

• 学校を地域とつなぐ拠点とし、家庭・地
域・学校が連携した学びと交流を進める。
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【体験活動】

３．安心・安全で快適な学校環境の実現

• 体験活動を通して、子どもたちは地域の
人々や仕事、文化に触れ、学ぶことの楽し
さや社会とのつながりを実感。

【地域に還元する創造の学び】

• 地域のお祭りなどのボランティア活動を通
して、世代を超えた交流が生まれ、地域へ
の愛着を深める。

【多様な学びを支える学習空間】

• 壁を取り払った広いオープンスペースで、
複数のクラスが合同授業の実施。

• 可動式の机を活用し、子ども同士が協働す
るグループワークを実施。

【複合化・共用化による
コミュニティの拠点】

• 子どもたちや高齢者など幅広い世代の方々
が、同じスペースで交流。

• 子どもたちにとって、学校が「安全な場
所」として機能。

【教職員の働き方改革】

• 教職員の働き方改革につながる学校づくり
と、ＩＣＴ活用や役割分担の見直しによる
業務負担の軽減。

【学校施設の老朽化対策の推進】

• 災害時には避難・救護拠点として機能する
よう、地域の防災力向上にも配慮した学校
づくりに取り組む。

３．安心・安全で「快適な学校環境」の実現 
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４．将来ビジョンを実現するために 

児童生徒数・ 学級数の推計の結果、 本市ではすでに小規模校が発生し ていますが、 １ ０ 年後には

小・ 中学校と も にさ ら なる少子化が進み、 ク ラ ス替えが困難な状況と なる学校も 出現する見込みで

す。 こ のため、 将来を見据えた学校の適正規模・ 適正配置を念頭に置き 、 地域の実情に応じ た最適

な対応に取り 組んでいき ます。  

また、 学校施設及び運営面での共通課題については、 第２ 章で各項目の現状と 課題を整理し てい

ますが、 学校規模や学校配置の検討と 切り 離せないも のも 多く あるこ と から 、 こ れら を一体的に検

討し ていく 必要があり ます。 今後は、 ３ ３ ・ ３ ４ ページに記載の「 各論点における教育上の課題と

今後の方向性等」 に沿っ た対応を、 配置の検討と 同時並行で進めると と も に、 特別支援教育や不登

校支援などの直ちに対応可能な課題については速やかに実施し ていき ます。  

さ ら に、 学校の適正規模・ 適正配置の検討にあたっ ては、 児童生徒を取り 巻く 学習環境や生活環

境への影響、 及び教育条件の改善の観点を考慮し て取り 組みを進めます。 特に、 集団の中での「 豊

かな人間性の育成」 を通じ て、 多様な考えに触れ、 互いに認め合い、 切磋琢磨する中で「 社会性」

を育むと と も に、「 自他を尊重し 合える関係づく り 」 を進め、子ども たち一人ひと り が幸せを感じ 、

安心し て過ごせる環境を整えていき ます。 あわせて、 本市の特色を生かし た魅力ある教育活動の展

開についても 、 地域の実情に応じ て検討を進めます。  

未来を展望し 、 児童生徒の教育的な観点を第一と し つつ、 地域と のつながり や、 学校が持つ「 地

域のコ ミ ュ ニティ 拠点」 や「 防災拠点」 と し ての多面的な役割を考慮し 、 地域住民に対し ては丁寧

に情報共有を図っ ていき ます。 施設整備に際し ては、 社会教育施設や子育て支援施設等と の複合化

についても 検討を行い、 公共施設の最適化を目指し た取り 組みを総合的に推進し ていき ます。  
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12

16

17

1024

10

21

8 4

東北自動車道

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27

425 461 491 498 471 451 429 422 385 381 363 347 324 318 325 324 324 326 329 333 337

12 13 14 15 14 14 13 13 12 12 12 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12

480 454 437 424 427 407 397 392 387 387 384 391 393 397 400 402 405 407 408 410 411

16 16 15 14 14 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

478 469 439 430 397 366 350 331 326 308 307 315 314 316 320 325 331 338 345 353 359

17 16 15 14 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

369 385 388 374 364 389 393 392 377 386 376 364 352 357 353 351 349 346 343 339 334

10 11 12 12 12 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

788 782 784 792 787 758 755 749 735 714 714 702 695 687 678 669 660 650 642 634 628

24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 22 22 21 20 19 18 18 18 18 18

103 108 112 103 104 100 100 90 84 70 59 53 65 74 80 76 72 69 66 63 61

4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

225 213 204 187 165 151 148 147 146 155 161 164 156 150 143 137 132 126 121 116 111

8 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

352 363 356 359 348 326 297 277 276 268 263 258 272 280 288 288 289 289 289 288 287

10 11 11 12 12 11 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

649 652 627 588 562 555 561 565 567 582 591 600 600 600 599 596 592 586 579 572 563

21 21 20 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

篠津小学校

西小学校

南小学校

南中学校

菁莪小学校

菁莪中学校

白岡東小学校

白岡中学校

学校名

篠津中学校

10年後 20年後現在 上段：児童生徒数（人）、下段：普通学級数

篠津中

篠津小

白岡東小

白岡中

西小

菁莪中

菁莪小

南中

南小

現 在 １０年後 ２０年後

12

12

12

1223

9

18

6 3

東北自動車道 東北自動車道

12

12

12

1218

9

18

6 3

校舎・プール等の
老朽化、学校規模の
アンバランス等の
課題が発生

児童数変化
（2015⇒2025）

児童数変化
（2025⇒2035）

１学年１クラスで
クラス替えができ
ない

児童数変化
（2035⇒2045）

小規模校一歩手前の
状況が継続する


